
－118－   

令和７年第２回天城町議会定例会議事日程（第３号） 

令和７年６月12日（木曜日）午前10時開議 

 

      開議  

○日程第１ 議案第２８号 天城町「町民の歌」を定める条例の制定

について 

町長提出

○日程第２ 議案第２９号 天城町税条例の一部を改正する条例につ

いて 

町長提出

○日程第３ 議案第３０号 天城町手数料条例の一部を改正する条例

について 

町長提出

○日程第４ 議案第３１号 天城町町営住宅設置及び管理条例の一部

を改正する条例について 

町長提出

○日程第５ 議案第３２号 天城町防災会議条例の一部を改正する条

例について 

町長提出

○日程第６ 議案第３３号 天城町町道の路線の廃止について 町長提出

○日程第７ 議案第３４号 令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験

館建築工事請負契約について 

町長提出

○日程第８ 議案第３５号 令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験

館建築工事（機械設備工事）請負契約に

ついて 

町長提出

○日程第９ 議案第３６号 令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験

館建築工事（電気設備工事）請負契約に

ついて 

町長提出

○日程第10 議案第３７号 令和７年度天城町一般会計予算補正（第

１号）について 

町長提出

○日程第11 議案第３８号 令和７年度天城町国民健康保険事業特別

会計予算補正（第１号）について 

町長提出

○日程第12 議案第３９号 令和７年度天城町介護保険事業特別会計

予算補正（第１号）について 

町長提出

○日程第13 議案第４０号 令和７年度天城町後期高齢者医療事業特

別会計予算補正（第１号）について 

町長提出

○日程第14 議案第４１号 令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電

特別会計予算補正（第１号）について 

町長提出

○日程第15 議案第４２号 令和７年度天城町水道事業会計補正予算

（第１号）について 

町長提出

○日程第16 陳情第 ３号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、

義務教育費国庫負担制度の負担率の引上

げをはかるための、２０２６年度政府予

算に係る意見書採択の陳情について 

委員長報告

○日程第17 陳情第 ４号 「カリキュラム・オーバーロード」の改

善を求める意見書採択の陳情について 

委員長報告

○日程第18 総務文教厚生常任委員会の閉会中の継続審査について 総務文教厚生常任委員会

○日程第19 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 議会運営委員会

○日程第20 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 各常任委員会
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令和７年第２回天城町議会定例会議事日程（第３号の１） 

令和７年６月12日（木曜日） 

 

○追加日程第１ 意見書第１号 ゆたかな学びの実現・教職員定数

改善、義務教育費国庫負担制度の

負担率の引上げに係る意見書案 

平岡寛次 

議員外６名 

         閉会
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１．出席議員（１４名） 

  議席番号   氏   名       議席番号   氏   名 

    １番  松 山 小百合        ２番  平 岡 寛 次  

    ３番  島   和 也        ４番  喜 入 伊佐男  

    ５番  吉 村 元 光        ６番  奥   好 生  

    ７番  昇   健 児        ８番  大 澤 皓一郎  

    ９番  久 田 高 志       １０番  柏 木 辰 二  

   １１番  前 田 芳 作       １２番  柏 井 洋 一  

   １３番  平 山 栄 助       １４番  上 岡 義 茂  

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長 山 田 悦 和     議会事務局書記 藤 井 美 樹  

 

１．説明のため出席した者の職氏名 

  職  名   氏   名       職  名   氏   名 

 町 長 森 田 弘 光     教 育 長 院 田 裕 一  

 副 町 長 祷   清次郎     教委総務課長 和 田 智 磯  

 総 務 課 長 福   健吉郎     社会教育課長 中   秀 樹  

 総務課長補佐 宇 都 克 俊     農 政 課 長 上 岡 久 人  

 企画財政課長 森 田 博 二     農地整備課長 柚 木 洋 佐  

 くらしと税務課長 髙   芳 征     建 設 課 長 宮 山   浩  

 長寿子育て課長 廣 田 泰 望     農業委員会事務局長 廻   美 沙  

 けんこう増進課長 中 村 慶 太     水 道 課 長 西 松 清 仁  

 商工水産観光課長 梅 岡 拓 司     会 計 課 長 関 田   進  

                    選挙管理委員会書記長 里 山 浩 一  
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△ 開議 午前１０時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 企画財政課長より、６月１０日の火曜日の報告第２号について修正の申出があり

ますので、これを許可します。 

○森田 博二企画財政課長   

 おはようございます。６月１０日火曜日の議会冒頭で報告いたしました報告第

２号についてであります。令和６年度天城町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

におきまして、報告の誤りがございました。繰越計算書自体の修正ではございませ

んが、その報告の中で、最後のほうで２４件の繰越合計の財源内訳に誤りがござい

ましたので修正いたしたいと思います。 

 国庫支出金３億２千７００万９千円、一般財源２千１７０万７千円と申し上げま

したが、正しくは、国庫支出金３億３７５万円、一般財源４千４９６万６千円でご

ざいました。 

 訂正しておわび申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 議案第２８号 天城町「町民の歌」を定める条例の制定について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、議案第２８号、天城町「町民の歌」を定める条例の制定についてを議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、自席のほうから提案理由の説明をさせていただきます。 

 議案第２８号、天城町「町民の歌」を定める条例の制定について、その提案理由

のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、昭和３６年１月１日に天城村から天城町として町制施行さ

れました。その後、神田善一郎先生の作詞、武田恵喜秀先生の作曲により「町民の

歌」が作られております。 

 しかしながら、天城町「町民の歌」として条例が制定されておりませんでした。
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このたび、町民の心のよりどころとして、また広く周知していくという趣旨の中で

条例で制定をしたく、議会の議決を求めるものでございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○３番（島 和也議員）   

 今、提案がありまして、非常にいいことだと思います。私ども大人は、たびある

いろんな行事のときにこの歌を歌っております。 

 そこで教育委員会の教育長にお願いしたいんですが、やっぱり子供たちに結構こ

の歌というか「町民の歌」を、常日頃、学校行事その他で浸透させていくようなこ

とでしてもらえれば、その子供たちが大人になっても一緒に歌えるとかいう形にな

りますので、ぜひそこを強く要請したいと思います。お願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２８号、天城町「町民の歌」を定める条例の制定についてを採決

します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第２ 議案第２９号 天城町税条例の一部を改正する条例について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第２、議案第２９号、天城町税条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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○森田 弘光町長   

 それでは、議案第２９号、天城町税条例の一部を改正する条例について、その提

案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部

を改正する政令及び地方税法施行規則等の一部を改正する省令並びに地方税法施行

規則の一部を改正する省令が公布されたことに伴いまして、天城町税条例の一部改

正を行おうとするものでございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２９号、天城町税条例の一部を改正する条例について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第３ 議案第３０号 天城町手数料条例の一部を改正する条例について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第３、議案第３０号、天城町手数料条例の一部を改正する条例についてを議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第３０号、天城町手数料条例の一部を改正する条例について、そ

の提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、非農地証明手数料について、町民の負担を軽減する観点か

ら改正しようとするものでございます。 
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 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○１番（松山 小百合議員）   

 １件につき４千円から、いきなり２００円となっております。価格設定の根拠を、

あと近隣の大島郡の平均、徳之島町、伊仙町の手数料の金額はどのように把握され

ていますでしょうか。ちなみに、私のほうで調べましたら、大体鹿児島県でいうと

３００円から６７０円程度となっております。いきなりそれを４千円から、引下げ

率もさることながら、この２００円という根拠が知りたいです。この２点、お願い

します。 

○廻 美沙農業委員会事務局長   

 お答えをいたします。 

 非農地証明につきましては、大島郡内は８割方、無料というところになっており

ます。伊仙町についても無料、徳之島町は本町と同じく４千円ということでされて

いると把握をしているところです。今、県内の手数料についてもお伺いしたところ

ですけれども、審議をされる農業委員会の委員の皆様にも、もちろんご意見を頂戴

いたしまして、本町のそのほかの耕作証明だったりとか住民票とかもそうなんです

けれども２００円という形になっておりますので、ほかの手数料と同程度の額がよ

いのではないかというご意見をいただきまして、このたびこの金額に設定をさせて

いただいたところです。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３０号、天城町手数料条例の一部を改正する条例について採決し

ます。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第４ 議案第３１号 天城町町営住宅設置及び管理条例の一部を改

正する条例について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第４、議案第３１号、天城町町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第３１号、天城町町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条

例について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、町営住宅の那須Ｃ団地１棟６戸の完成による管理戸数が増

加したことに伴い、別表の改正を行うものでございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３１号、天城町町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例

について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第５ 議案第３２号 天城町防災会議条例の一部を改正する条例について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 日程第５、議案第３２号、天城町防災会議条例の一部を改正する条例についてを

議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第３２号、天城町防災会議条例の一部を改正する条例について、

その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、現行に記載されております委員につきまして、第３条第

５項の各号に掲げるものの定数を定めるとともに、一部委員の名称変更を行おうと

するものでございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３２号、天城町防災会議条例の一部を改正する条例について採決

します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第６ 議案第３３号 天城町町道の路線の廃止について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第６、議案第３３号、天城町町道の路線の廃止についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第３３号、天城町町道の路線廃止及び変更について、その提案理

由のご説明を申し上げます。 
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 内容につきましては、農地整備課所管事業であります基盤整備促進事業、通作条

件整備事業を活用して道路舗装を実施するに当たり、道路法第１０条第２項の規定

に基づきオータン２号線ほか１１線を廃止及び変更したいので、議会の議決を求め

ようとするものでございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○１番（松山 小百合議員）   

 今、理由としては、道路法に係るからこの事業を入れたいということで町道から

農道に移管するということでした。県道が農道に変わることで地方交付税にどれぐ

らい影響があるのか、１点です。 

 あと、この事業が終わった後しゃべっていいですか町道が農道になった場合に、

この交付金の額の算定についてどのぐらい影響があるのか、１点。 

 この事業が終了した後に、また農道から町道に移管する予定というんですかね、

その辺はどのようになっているのか、この２点、お聞かせください。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 今回の町道廃止に伴って、どの程度の交付金に影響が出るのかというご質問だと

思っております。今回、町道廃止に伴いまして交付税のほうにどの程度影響するか

ということだと思っております。 

 今回の町道の廃止延長４千３０９．８ｍでありますが、交付税の算定に用いるも

のは町道の場合は延長と面積となっております。延長は４千３０９．８ｍになって

おりますが、面積については、この後また町道台帳の整理を建設課のほうで行いま

すので、一概に幅員が幾らというのは言えないんですが、４ｍだと仮定した場合に

は、算出した場合には、交付金に影響するのが町道廃止することに伴いまして

２３６万７千円の減額になります。で、町道から農道に移管します。農道として、

また交付税のほうが算定されます。これにつきましては１８万４千円増えるという

ことで、差し引きまして２１８万３千円の影響が出るということであります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ２点目の、この事業を入れることで、町道を農道に移管するということでした。

これ、事業が終わった後に、また変える予定とかはないでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 県のお金で事業します。それを終わったからといって、すぐ町道に戻せないと私
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は考えておりますので、それが１０年後、２０年後、もう一度町道に移管していい

よという話になるのであれば、その期間をちゃんと確認して戻せたらなと思います

が、基本的には戻せないと思っていますので。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 今の関連でございます。単純な計算をして交付税の減額が２００万を超えるわけ

です。この全体的な舗装にかかる費用を計算したときに、例えば１０年程度で、ま

た町道に戻せるような状況であれば２千万ぐらいで済むわけですよ。恒久的に考え

ていくと戻せないという事業であるならば、その交付税を活用したほうがどっちが

得なのかなという角度からの見方でございますが、いかがでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 今、建設課のほうで４ｍぐらいの道路舗装する場合、大体メートル１５万から

２０万、側溝を入れなければ１０万から１５万ぐらいですかね。ですので、４kmで

すと４億ぐらい、多分、金が、県費が入ってくると思っておりますので、２００万

ですので、年間。それが何年、１０年なのか２０年なのか分かりませんが、その辺

はもう一度確認させていただきたいと思います。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、そういったところも、４億であれば、２００万で計算して１０年２千万、

１００年で２億ですか、２００年後ちゅうことですね。それまでにまた、そのうち

町道に戻せるような時期が来ると思いますので、そういったところはまた見落とさ

ずに復原できるようにしていただければ問題ないのかなということで理解はいたし

ました。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３３号、天城町町道の路線の廃止について採決します。 
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 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第７ 議案第３４号 令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建

築工事請負契約について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第７、議案第３４号、令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事請

負契約についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第３４号、令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事請

負契約につきまして、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、令和７年５月２１日に指名競争入札を執行いたしました、令和７年度

 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事の請負契約につきまして、議会の議決を求

めようとするものでございます。 

 内容は、あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事に係る建築工事でございます。 

 契約金額が９千１８５万円、契約の相手方、天城町松原１８２番地、株式会社前

田建設、代表取締役、前田美香登でございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○１番（松山 小百合議員）   

 私の認識では、体験館は建物はもう仕上がっていて、これから設備とか電装が入

るというふうに理解していました。ここに来て９千万の工事って、何を造るんです

か。そこをちょっとご説明ください。 

○宮山 浩建設課長   

 この建築工事の工種ですが、防水工事あるいは金属建具工事、あと木製建具です。

闘牛場の柵ですとか、手すりですとか、あとは中側の防水工事とか、いろいろあり

ます。一番大きいのが金属工事になろうかと思います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 すみません、ちょっと建築には疎いので教えてください。建物も鉄筋コンクリで
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仕上がっているものだと理解しています。金属工事って、何をどこにどうやって、

何に必要なんですか。 

○宮山 浩建設課長   

 闘牛場の柵、鉄パイプで造っている柵ですとか、あとは金属の建具、いわゆるサ

ッシ系ですとか、ああいうサッシとか、１階の農産物直売所とか、あと体験ブース

のところの周囲の金属工事、ガラスサッシ、ガラス工事も入ります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 あと１点だけ、すみません。例えば、農物産コーナー、あとＶＲコーナー、これ

今おっしゃってたんですが、内装とかも別で発注ですか。 

○宮山 浩建設課長   

 内装、入ります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 内装もこれに含まれる。分かりました。ありがとうございます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３４号、令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事請負

契約について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第８ 議案第３５号 令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建

築工事（機械設備工事）請負契約について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第８、議案第３５号、令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事
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（機械設備工事）請負契約についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第３５号、令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事

（機械設備工事）請負契約について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、令和７年５月２１日に指名競争入札を執行いたしました、令和７年度

 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（機械設備工事）の契約締結につきまして、

議会の議決を求めようとするものでございます。 

 内容は、あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（機械設備工事）に係る建築工事

でございます。 

 契約金額、８千５６９万円、契約の相手方、天城町平土野２６９０番地１、重田

建設株式会社、代表取締役、重田光康でございます。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 先ほどの松山議員と似たような質問なんですが、この機械設備と言われるものは

一体どういったものを指すんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今回発注しました機械設備の内容です。屋内屋外の給水工事、水道ですね、あと

屋内屋外の排水工事、あとは給湯設備、消火設備、あとはガス設備、そして浄化槽

設備、あとは空調の設備、最後に換気の設備となっております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３５号、令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（機

械設備工事）請負契約について採決します。 
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 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第９ 議案第３６号 令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建

築工事（電気設備工事）請負契約について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第９、議案第３６号、令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事

（電気設備工事）請負契約についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第３６号、令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事

（電気設備工事）請負契約について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、令和７年５月２１日に指名競争入札を執行いたしました令和７年度 

あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（電気設備工事）請負の契約締結につきまし

て、議会の議決を求めるものでございます。 

 内容は、あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（電気設備工事）に係る建築工事

でございます。 

 契約金額、６千９４万円、契約の相手方、天城町浅間４７９番地１、有限会社旭

日電建、代表取締役、牧園里美でございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 この電気設備工事とは、多分、電気設備と、あとＶＲコーナーも含むんだと思う

んですけど、この工事６千万のうち、例えばＶＲコーナーって大体どれぐらい、こ

の電気設備工事にかかるのか。あと、このＶＲってなかなか特殊な機械設置になる

のかなと想像するんですけど、町内の業者さんが請け負うことができるのかどうか、

この２点お願いします。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 電気設備工事、屋根のほうから照らす照明につきましては、もう工事が終わって
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おります。それ以外の室内の電気の配線、構内配線または動力の工事、あと電灯・

照明設備、コンセント類、あとは電話・ＬＡＮ設備類、あと放送設備、非常照明・

誘導灯設備、火報設備ですね、火災警報器系の工事がございます。主なのは動力の

設備になります。 

 ＶＲにつきましては商工水産観光課のほうが、今、進めております。お願いしま

す。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 体験コーナーのＶＲ動画、コンテンツになるんですけれども、令和７年度の当初

予算で計上させていただいております業務委託の部分になりまして、既に５月のほ

うで指名入札を行いまして、今、作業のほうにもう移っております。 

 内容としましては、徳之島島内の風景ですとか自然の部分の動画、さらにはウン

ブキの水中動画をＶＲといいますか、大型スクリーンで映像を流すような作業を進

めております。 

 あわせましてＶＲですね、ゴーグルを使って３Ｄの、そういった部分の闘牛の関

連にもなるんですけども、そういった動画の作成を、今、進めているところでござ

います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 お伺いしたかったのは、ＶＲのこのコーナーに私は含まっているのかなと思った

ら、別ですよというご回答でした。大体このＶＲのコーナーに幾らぐらいかかって、

今、ＶＲの動画を作成していますって話だったんですけど、このＶＲの設備自体、

この島内の業者で設置というか導入は可能なのか。この２点、お願いします。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 ＶＲの動画ですね、そういった制作につきましては島外の事業所さんになります。

その素材ができたものについての設置については、町内の業者さんと連携して設置

する形でなっております。（発言する者多し） 

 失礼しました。金額につきましては、すいません、ちょっと契約額はこちらに持

ち合わせていないんですけども、予算の計上としましては３千３００万計上させて

いただいております。 

 なおかつ、この事業については国のデジタル実装という補助金がありましたので、

そこに申請をして内諾を得ております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ちゃんと事業も引っ張ってきたというお話でした。 
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 この事業、３千３００万の工事に対して、どれぐらい補助というか、何があるん

ですか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 補助の割合については正確にはちょっと把握はしておりませんけれども、６割と

いう補助率でなっております。 

○祷 清次郎副町長   

 先ほどの商工水産観光課長の事業費について補足説明をいたします。５月８日に

指名競争入札を行いました。請負額は３千１３５万円、県外の会社でございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 この契約をもって、あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事は完了という認識でよ

ろしいでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 今回の３件の契約、６年の繰越しから、今、塗装の契約をしております。 

 今、この３件を終わりますと約８千万ほどの執行残、これを外構工事、外回りの

側溝、あと舗装、もろもろありまして、それで約８千万近くは必要かなと考えてお

りますので。また、これは足場がばれる、解体する頃までには発注をしたい。外構

の側溝の分は来週発注しますが、最後の舗装につきましては、またその頃に発注を

したいと考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。 

 そうしたら、あと最後のこの外構まで契約必要かどうか分かりませんけれども、

で完了ということで、来年、今年度末には完成予定であるということで、参考まで

に総額でお幾らぐらい。 

○宮山 浩建設課長   

 今、待機小屋等を含めますと１４億６９７万４千円、これは先ほどのＶＲは含ま

れておりませんが、ハード、建物と外構、設計監理等を含めて、この額になってお

ります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 失礼しました。先ほどのデジタルの部分なんですけども、補助の割合が間違って

おりました。５０％、２分の１の補助になります。訂正させてください。失礼しま

した。 
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○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３６号、令和７年度 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（電

気設備工事）請負契約について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第１０ 議案第３７号 令和７年度天城町一般会計予算補正（第１ 

                    号）について   

     △ 日程第１１ 議案第３８号 令和７年度天城町国民健康保険事業特別会

計予算補正（第１号）について   

     △ 日程第１２ 議案第３９号 令和７年度天城町介護保険事業特別会計予

算補正（第１号）について   

     △ 日程第１３ 議案第４０号 令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別

会計予算補正（第１号）について   

     △ 日程第１４ 議案第４１号 令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特

別会計予算補正（第１号）について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１０、議案第３７号、令和７年度天城町一般会計予算補正（第１号）につ

いて、日程第１１、議案第３８号、令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予

算補正（第１号）について、日程第１２、議案第３９号、令和７年度天城町介護保

険事業特別会計予算補正（第１号）について、日程第１３、議案第４０号、令和

７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正（第１号）について、日程第

１４、議案第４１号、令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補正
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（第１号）について、以上５件を一括議題とします。 

 この５件の議案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第３７号、令和７年度天城町一般会計予算補正（第１号）につい

て、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ１億７４４万５千円を追加し、予

算総額を８３億１千５６４万１千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明申し上げます。 

 歳入につきましては、国庫支出金３千１８１万円の増額、県支出金９９８万３千

円の減額、財産収入３１５万９千円の増額、繰入金７千９２万６千円の増額、町債

１千２１０万円の増額でございます。 

 一方、歳出につきましては、総務費１千２１０万１千円の増額、民生費５３１万

２千円の増額、衛生費４９９万７千円の増額、農林水産業費１千８８万１千円の増

額、商工費５８２万２千円の増額、土木費１千８７７万７千円の増額、教育費４千

８８０万９千円の増額となっております。 

 その主な内容につきましては、総務費で移住定住推進事業費、これは地域おこし

協力隊でございますが３９９万５千円の増額、ふるさと納税推進事業費、これも地

域おこし協力隊でございます。４０６万６千円の増額、自家用有償旅客運送導入検

討事業費５３３万８千円の増額、民生費で与名間へき地保育所費１千２５万８千円

の減額、農林水産業費で畜産振興費４１２万４千円の増額、土木費で舗装修繕事業

費１千２８８万５千円の増額、教育費で学校ＩＣＴ運営事業費２千４５０万円の増

額、小学校施設整備費６０１万７千円の増額、中学校施設整備費６５０万５千円の

増額、学校給食費７６６万８千円の増額となっております。 

 続きまして、議案第３８号、令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補

正（第１号）について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ１７９万円を増額し、予算総額を

９億４千７２８万６千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明申し上げます。 

 歳入につきましては、県支出金１７６万９千円の増額、繰入金２万１千円の増額、

歳出につきましては、総務費２万１千円の増額、保健事業費１７６万９千円の増額

でございます。 

 続きまして、議案第３９号、令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算補正

（第１号）について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ３万９千円を増額し、予算総額を
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８億４千９９９万９千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明申し上げます。 

 歳入につきましては、国庫支出金７千円の減額、県支出金４千円の減額、繰入金

５万円の増額でございます。 

 歳出につきましては、総務費５万８千円の増額、地域支援事業費２万円の減額で

ございます。 

 続きまして、議案第４０号、令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算

補正（第１号）について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ１０９万５千円を増額し、予算総

額を９千６５８万１千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明申し上げます。 

 歳入につきましては、繰入金５９万４千円の減額、諸収入１６８万９千円の増額

でございます。 

 歳出につきましては、諸支出金１０９万５千円の増額でございます。 

 続きまして、議案第４１号、令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予

算補正（第１号）について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ７７万８千円を増額し、予算総額

を６千５９０万８千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明申し上げます。 

 歳入につきましては、売電事業収入４８万２千円の増額、繰入金２９万６千円の

増額でございます。 

 歳出につきましては、徳之島ダム管理事業費７７万８千円の増額でございます。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行いますが、各会計名とページ数を述べてから質疑をしていただ

きますようお願いをいたします。 

 質疑はありませんか。 

○３番（島 和也議員）   

 それでは、教えていただきたいので質問いたします。 

 一般会計の１５ページの区分、節の１８、補助金で、一般コミュニティ助成事業

５００万円が不用になっていますが、これの説明と、あと１件、社会教育課のほう

で３８ページ、補助金で事業を行われますが、戦後８０年「流れる雲よ」徳之島公

演補助、２００万円の補助をつけていますが、この内容を説明お願いいたします。 

○森田 博二企画財政課長   



－138－   

 お答えいたします。 

 予算書１５ページになります。企画費の中の一般コミュニティ助成事業の

５００万の減額についてでございます。これは宝くじ助成事業になります。申請を

して、今回、平土野、岡前集落ということで、２集落分の約５０万円ずつでありま

すが、申請をいたしましたが、今年度は採択に至らなかったということで減額して

おります。 

○中 秀樹社会教育課長   

 一般会計、歳出の３８ページ、目の１、社会教育総務費、節の１８、補助金につ

いてでございます。 

 戦後８０年「流れる雲よ」徳之島天城町公演補助金２００万円の増額でございま

すが、今年、戦後８０年という節目の年になります。天城町においては、太平洋戦

争末期に旧日本陸軍の特攻隊の中継基地として使用された浅間飛行場が存在してお

ります。特攻隊員たちが沖縄方面へ出撃前に滞在する中継基地として使用されてお

りました。現在、浅間飛行場の跡地は平和通りと呼ばれ、特攻平和慰霊碑、忠魂碑

が建立され、毎年、戦没者追悼式が行われております。 

 「流れる雲よ」徳之島天城町公演においては、そんな特攻隊員を描いた舞台とな

っております。本町においては、大和城の指揮所跡、また特攻平和慰霊碑、浅間陸

軍飛行場跡、現存する掩体ごう跡などがあり、天城町で公演することに意義がある

と思い、今回計画をさせていただきました。 

 今年は戦後８０年という節目の年にもありますので、徳之島の方々に、戦争を経

験し、人生を全うされた方々の歩みを知るいい機会だと思い、今回、「流れる雲

よ」徳之島公演を行っていきたいと思っております。 

 ちなみに、戦後７０年の際、１０年前には、こういった記念誌のほうも発行され

ておりますので、今年は戦後８０年という節目の年になりますので、こういったも

のを企画して公演をしていきたいと考えております。 

 ちなみに公演日につきましては、会場につきましては防災センターを使わせてい

ただきたいというのを、２回公演を、９月１３日１８時開演、９月１４日１６時公

演を今のところ予定をしております。 

 以上になります。 

 すみません、追記させていただきます。今ありました２回公演につきましては、

チケット料金は一律１千円というふうに、今計画をしております。 

○３番（島 和也議員）   

 もう少し補足させてください。どこの団体の方が来られて、この天城町にまつわ

るこのことを公演させていただけるのか、ちょっと教えてください。 



－139－   

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 主催につきましては都会の業者になりますが、株式会社スマートリバーというと

ころになります。キャストの方につきましては、劇団集団アトリエッジという方々

が舞台で演出をするということになっております。来島するキャストにつきまして

は、約１０名程度を想定しているというふうに伺っております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 ２点ほど、一般会計１８ページ、目の３８、自家用有償旅客運送導入検討事業費。

おそらくライドシェアの実証だと思うんですが、どのような運用方式なのか、また、

この委託先までですね。 

 それと、もう一点が、一般会計２８ページ、畜産振興費、補正で三百十何万です

かね、組まれております。おそらく、三京公共育成牧場の跡地の圃場の件だと思っ

ておりますが、どのような形態でされるのか。そして、この内容ですね、委託先、

原材料費の内訳と、あとこの財源、多分その他という財源が充てられていると思う

んですが、これがエーリックあたりなのか、ちょっとその辺を確認したいと思いま

す。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 予算書、自家用有償旅客運送導入検討事業費ということでございますが、内容と

いたしましては、これまでも議会のほうで一般質問等でもありました交通弱者への

対応、買物弱者への対応ということでございまして、今回、国土交通省のほうから

補助事業ということでございました。 

 対象経費としまして、補助率といたしましては、５００万までは１００％の補助、

それを超える分については３分の２の補助ということであります。 

 目的といたしましては、交通弱者、買物弱者への対応、あと運転者不足への対応

等ということで、お話にもありました公共ライドシェアの導入を検討したいという

ことであります。 

 まず、この補正予算が可決された際には、まず委託業者、これは公募型でプロ

ポーザルを行いたいと思っております。その後、運行形態であったり運行エリアの

整理、運行体制の構築を整備してまいりたいという予定でございます。 

 その後でありますが、運転手の確保等を行いまして、大臣の認定を受けておりま

す講習等も受講していただきまして、実証運行まで行いたいと考えております。
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（「もうちょっと分かりやすく。要は個人の乗用車を使うということなのか、どう

いうやり方なの」と呼ぶ者多し） 

 公共ライドシェアですので、特に二種免許が必要でもございません。自家用車で

運行ができるということでありますので、車の購入とか、そういうのは自分の車に

なろうかと考えております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。失礼しました。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 先ほどの質問に対しまして、旧公共牧場跡地の再利用の計画となっております。

夏と冬場に牧場採草地、高栄養粗飼料の生産の事業といたしまして、夏場にネマレ

ット、冬場にえん麦を植える予定としております。初年度に苦土石灰だとか肥料と

か堆肥、その整地にストローチョッパー、プラウ作業、耕起作業等入っております。 

 その他で収入がありましたが、そちらはその飼料の売上げ、夏場、冬場、ロール

ラップにして、売上げを３１５万９千円の見込みとなっております。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○１番（松山 小百合議員）   

 まず、３つお伺いいたします。 

 １７ページ、３７の１、地域おこし協力隊の方が来るのでしたら、どのような業

務内容で来られるのかどうか。 

 ２点目です。３２ページ、土木費３の１４、工事請負費、本工事とあるんですけ

ど、１千２００万。これ、どこの道路、何ヶ所ぐらい、どこにお願いするのか。 

 ３つ目が３５ページです。教育費９のＩＣＴ教育、補正額２千４５０万、この内

容をお願いします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 地域おこし協力隊ということで、どういったことをするのかということでござい

ます。地域おこし協力隊、今回、ふるさと創生室のほうで２名の方を募集というこ

とで、予算書１６ページ、移住定住促進事業費と、あと次のページのふるさと納税

推進事業費ということで予算を計上しております。 

 まず移住定住につきましては、移住コンシェルジュということで、移住に関する

窓口を一本化して、様々な問合せに、これまで細やかに対応するために令和２年度
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から配置して活動を行っているところでありました。これによりまして、首都圏で

開催される移住定住イベントの積極的な参加により、相談者や、また移住者の実績

も出ているところであります。このような中でありましたが、今年の３月に移住コ

ンシェルジュのほうが退職いたしました。現在、不在ということでありますので、

今回、天城町で移住定住の仕事をしたいという意欲のある移住者を地域おこし協力

隊として雇用したいということでございます。 

 あと、ふるさと納税につきましても同様であります。議会のほうからも、３月議

会におきましても、ふるさと納税につきましては伸び代があると、あらゆる対策を

講じていただきたいという申入れもございました。そういった中で、今、寄附額の

ほうも少し、僅かではありますが増額しているところであります。また今後、取組

の強化を図りたいということで、協力隊のほうを募集をかける予定にしております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 少し聞いていいですか。この地域おこし協力隊って、たしか国の事業で、お金が

頂ける。でも見たら、これ今、一般財源のほうから出ているんですけど、これ教え

てください。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 地域おこし協力隊につきましては特別交付税のほうへ措置がされます。ですので、

国庫支出金とかそういうのでは５５０万までが限度額で、そのうちの３５０万が人

件費、報償費とかそういうのに充てられます。残りの２００万に対しては、地域お

こし協力隊の活動費に充てられます。今、要求している額が５００万前後で両方と

もしておりますので、この額につきましては特別交付税措置がされます。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 ３２ページの土木費の道路橋梁費の３、舗装修繕事業費、工事費の１千２８８万

５千円増額です。当初予算で１億１０万円計上しておりまして、９路線で約２km近

くの舗装修繕を行うんですが、国費の内示がありまして、国費が増額になりました。

それに伴う工事費の増額になりますので、その９路線の中で、当初１路線２００ｍ

程度を考えておるんですが、この１千２００万円分を振り分けて、延長を少しずつ

延ばしたりするということで使わせていただきたいと思います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 追加で質問いたします。 

 今９路線とおっしゃいました。与名間の集落の分校の前、補修していただいたん

ですよね。だけど、その後、時間がそんなにたっていないのに、すごい路面がぼこ
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ぼこになっていると。これはこれで直すんですか。 

○宮山 浩建設課長   

 与名間の昨年、舗装したところ、３０ｍぐらい、また水が入ったのか、舗装がぼ

こぼこになっております。６年の補正事業で集落環境整備事業２千７００万頂きま

して、その与名間の分校から南のほうに行く前佐線というのを発注してあります。

その予算の執行残を使いまして、そこの部分の補修をしていきたいと考えておりま

す。その前佐線の一部という考え方で、そこの補修をしたいと思います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 今、ちょっと延長して、その補修するときについでに直しますってことだったん

ですけど、そもそもなんですけど、一旦工事した後にぼこぼこになった、要は瑕疵

があった、これはどこの責めに帰すべきものなんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 古い側溝が入っているんですが、その古い側溝のほうから舗装面の下のほうに水

が来たんだろうなと考えられます。ですので、町道の管理、維持管理の範疇で瑕疵

があったと、役場のほうの瑕疵があったということですので、工事の責任ではない

と思います。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。１１時１５分より再開をします。 

休憩 午前１１時０３分 

─────────── 

再開 午前１１時１５分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 和田教委総務課長。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 ３６ページの学校ＩＣＴ運営事業費２千４５０万ですが、これは電子黒板購入費

になります。本町は１人１台タブレットの整備から５年が経過して、今６年目に入

っております。タブレット端末を効果的に活用するための電子黒板を導入するもの

でございます。これを導入することによって、児童生徒の学力向上、デジタル教科

書の有効活用、教職員の指導体制の充実を図ることを目的としております。 

 中身といたしましては、これは国庫補助金を活用いたしまして、新しい地方経

済・生活環境創生交付金というものを活用させていただいております。補助率が

５０％となっております。各学校に、今のところ３５台を導入予定です。これは普



－143－   

通教室のほうに入れていきます。細かくなりますけれども、天小が６台、岡小６台、

兼小６台、与名間分校２台、西小３台、三京分校３台を導入予定です。今現在８台

あるんですけれども、この８台はどうするのかと申しますと、これは特別教室のほ

うに入れて、さらにデジタルの充実を図っていきたいと考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 細かくありがとうございます。 

 今課長がご説明いただいたのに中学校は全部入っているんですか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 失礼いたしました。中学校のほうには９台入れまして、それぞれの学校、天中

３台、北中３台、西中に３台になります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 歳入の１０ページの中の目の土木費委託金の中で空港管理が１千６４８万減にな

っておりますが、これの説明と、その下、目の３で生産物売払収入、これは山猪工

房なのかなと思うんですが、これの説明。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 空港費委託金、徳之島空港管理委託金が１千６４８万円減額しております。当初

予算で６千４３８万２千円の委託金を予算計上しております。これが、うちの空港

管理事務所のほうから県に要望というか、これぐらい必要ですよということで見積

りをしているお金を当初、予算化しております。で、県の決定が今回４千７９０万

２千円でしたので、その差額分１千６４８万円を減額しました。 

 県の決定が町で必要とされているお金の約８割ぐらいになっておりますので、こ

れは委員会の中でも常々言われております、ほかの空港、郡内の空港はどうなのか

ということで、天城町と喜界空港が交付率が低い空港になりますので、その辺、県

のほうに質問はしているんですが、なかなか納得できる回答をいただいたことはな

いんですが、今後も引き続き要望は、毎年これぐらい必要ですということは要望を

ずっと重ねていきたいと思っております。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 先ほどお答えしましたが、旧牧場跡地のロールラップの売上収入となっておりま

す。 

 以上です。 
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○１３番（平山 栄助議員）   

 町長、その空港管理の件なんですが、これも大分以前から議論されて、なかなか

我々が納得いくような回答というのを一回も聞いたことないんですよ。ですので、

そこら辺ひっくるめて、知事とも、ちょっとそこら辺、語り合ってみたらどうです

かね。どうも、何かおかしな回答しか聞こえないんですよね。県会議員なんかもな

かなか、行くんですけども、かみ合っていないというか、県をちょっと良心的と言

ったら失礼なんですが、そこら辺ちょっと踏み込んだ議論しないと、全然進んでい

ないんですよね、以前からこの問題は。ぜひその件、町長の、ひとつ見解。 

○森田 弘光町長   

 鹿児島県から、私ども徳之島空港の管理委託を受けて、それの必要経費というこ

とで私たち要求をしていくわけであります。例年、このような形で、私たちが要望

した額を当初予算に計上し、決定した段階で、この６月補正もしくは９月議会の中

で毎年のように減額をして議論されているわけであります。ここについては、私た

ち港湾空港課のほうにもしっかりと査定をしていただきたいということなど、これ

までも要望してきたわけでありますので、これからもそのようなことについてはし

っかりと要望していきたいということ。 

 また、空港管理事務所に町の職員がいて、また会計年度職員もいるわけでありま

すけれども、なかなか県の査定の中で、例えば私たちの言葉で使う主任級とか、そ

ういった形を査定して持ってくるんですね。私たちは、やっぱり大事なところです

ので課長補佐級とか、そういったしっかりと全体を見渡せるような職員をまずトッ

プに置いて配置していくんですけど、どうしてもその中身を見ていくと、県が査定

しているところが私たちの言う主任、係長級ぐらいのところのレベルの給与の方々

を査定してくるということで、そこでのギャップが生じたりとか、あとまた空港の

草を刈るとか、いろんなところで少しギャップが出てきているか来ているかと思っ

ております。 

 平山議員のお話のようなところがありますので、しっかりと港湾空港課を通して

鹿児島県には要請していければと思っております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○７番（昇 健児議員）   

 一般会計の３２ページから３３ページにかけてですけれども、土木費、道路改良

事業ですね、前野岡前線、平和東線、あと名須３号線の中で増額減額がそれぞれあ

りますけれども、前野岡前線などに関しては１千６００万減、本工事費がですね。

で、移転補償費ですとか用地購入費、そういったところに回っているようですけど
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も、その説明と、あと、前回の質問のときに前野岡前線に関しては令和７年、令和

８年で前野側のほうは完了予定だという話がありましたけども、そのあたりに変更

が生じてこないのか確認したいと思います。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えします。 

 前野岡前横断線につきましては、当初予算案を組んですぐ、この６月の補正で工

事費を１千６００万近く、減額しております。逆に、２１の補てん及び賠償金のほ

うは逆に言えば１千１００万ほど増やしております。で、用地購入費が１５０万ほ

ど増やしております。 

 実は、６年度から繰り越した予算がありまして、当初その繰越しの予算のほうで

補償費と用地購入を繰越しをしました。繰越しの予算に工事費がほぼほぼなかった

んですが、今終わっているところから１００ｍぐらい、用地の話があって、工事が

できないということで、繰り越した予算には工事費を入れていなかったんですが、

そこが解決したので、この繰越予算を先に流用して工事費を増やしまして、８０ｍ

ぐらい先に、繰越予算で工事を進めようという方針に変えました。 

 ということで、逆にそこで予算組みをしていた移転補償費と用地費について、今

度は逆に前野の中央線側の補償費がなくなりましたので、今度７年度のほうで、工

事費からそれを移転補償費のほうに組み替えて、その前野の中央線周辺の移転補償

費に充てようという、６年の繰越分と７年度の当初分の方針を逆転したということ

で、今回こういう補正になりました。 

 今、議員おっしゃられるように、８年度で前野中央線までは工事を終える予定に

しております。 

○７番（昇 健児議員）   

 分かりました。ちょっと安心しました。 

 余談というか、来年度ということですけれども、あそこは鋪装の状態がすごい悪

くて、補修はしていただいているんですけども、やはりコーラルを充痾しているん

ですけども、雨が降って車が行き来すると、やはりそこも削られてどんどん住民の

ほうから、そこも補修していただいているのは分かっているんだけども、常時気に

してもらって、歩行する場合に危険のないようにしていただきたいという要請もあ

りますので、その辺はまた気をつけて見ていただければと思います。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○６番（奥 好生議員）   

 一般会計の３７ページ、款１０項４目１の高等学校総務費の扶助費で徳之島高校
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遠距離通学等支援給付金、これは自家用車あるいはバイクで通学する子供たちへの

支援だと思いますけども、この事業の実施時期と金額と、もう一つはお願いですけ

ども、この方たちの事故等については事故がないように、それから事故があった場

合は自己責任というふうなご指導もお願いをしたいと思いますが、お願いします。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 資料は３７ページの１０、４、１の徳之島高校遠距離通学支援給付金になります。

５４万円を計上させていただいております。内訳といたしましては、月額５千円掛

ける１２ヶ月掛ける、現在通っています９名ということになります。 

 この徳之島高校に通う子供たち、もう一つ補助のほうがあるんですけども、バス

通学支援補助というのがございます。なかなか条件が、部活動等の条件が合わずに

利用していないのが現状でありまして、何かご家庭の手助けができないかというこ

とで、今回この支援給付金を計上させていただきました。対象になる方は町内在住

の徳之島高校に通う生徒になります。 

 また、対象経費といたしましては、先ほどありましたけれどもバイク通学経費、

あと自家用車通学での送迎の経費、それともう一つ、部活動等の理由により学生寮

に入寮している寮費の一部経費ということで、３つを考えてつくっております。ぜ

ひ子供たちにはこれを使っていただいて、そして勉学に励んでいただきたいと、ま

たご家庭においても負担を少しでも減らすことができればなと考えております。こ

れにつきましては、４月１日にちょっと遡りまして支給をさせていただきたいなと

考えております。また、単車通学をすることによって事故等に遭わないように、そ

この辺もしっかりとお知らせをするときに併せてお願いをして、周知を図っていき

たいと考えております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑を終わります。 

 議案第３７号、令和７年度天城町一般会計予算補正（第１号）について討論を行

います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 議案第３７号、令和７年度天城町一般会計予算補正（第１号）について採決しま
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す。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第３８号、令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補正

（第１号）について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３８号、令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補正

（第１号）について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第３９号、令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算補正（第

１号）について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３９号、令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算補正（第

１号）について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第４０号、令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正

（第１号）について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４０号、令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正

（第１号）について採決します。 
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 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第４１号、令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補

正（第１号）について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４１号、令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補

正（第１号）について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第１５ 議案第４２号 令和７年度天城町水道事業会計補正予算 

                    （第１号）について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１５、議案第４２号、令和７年度天城町水道事業会計補正予算（第１号）

について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第４２号、令和７年度天城町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、職員給与費の変更による減額に伴い、水道事業収益７万

５千円を減額し、総額を２億４千９８万８千円に定め、また、同様の理由により水

道事業費用を７万５千円減額し、総額を１億９千８０９万８千円に定めようとする

ものでございます。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ５ページの水質検査手数料契約に伴う執行残が２４６万８千円になっていますが、
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これの説明をお願いします。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 水道の品質検査につきまして、ＰＦＡＳの関係で来年度から年４回が義務づけに

なっております。今年度も数多くするのと、あと浄水場の水質検査、毎月行ってい

ますが、当初、見積りを取ってから実際に競争入札を行って、松原浄水場が２つか

ら１つになる関係と、ＰＦＡＳの関係も当初もらっていました金額よりもかなり抑

えられた金額で契約ができましたので、その分の減額となります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４２号、令和７年度天城町水道事業会計補正予算（第１号）につ

いて採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第１６ 陳情第３号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、義務

教育費国庫負担制度の負担率の引上げをはか

るための、２０２６年度政府予算に係る意見

書採択の陳情について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１６、陳情第３号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、義務教育費国

庫負担制度の負担率の引上げをはかるための、２０２６年度政府予算に係る意見書

採択の陳情についてを議題とします。 

 これより委員長の報告に入ります。総務文教厚生常任委員長の報告を求めます。 
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○総務文教厚生常任委員長（平岡 寛次議員）   

 ただいま議題となりました陳情第３号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、

義務教育費国庫負担制度の負担率の引上げをはかるための、２０２６年度政府予算

に係る意見書採択の陳情について、総務文教厚生常任委員会における審査の経過と

結果について報告いたします。 

 当委員会は、６月１０日、全委員出席のもと委員会を開催し、付託を受けました

陳情第３号の審査を行いました。 

 審査過程で、陳情の趣旨、理由はいずれも本町の将来を担う児童生徒に必要不可

欠な問題であり、賛同し採択すべきではとの意見が多数を占めました。採決の結果、

賛成全員で、この陳情第３号は採択すべきものと決定いたしました。 

 以上で、陳情第３号の審査の経過と結果について報告を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから陳情第３号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、義務教育費国庫負

担制度の負担率の引上げをはかるための、２０２６年度政府予算に係る意見書採択

の陳情について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから陳情第３号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、義務教育費国庫負

担制度の負担率の引上げをはかるための、２０２６年度政府予算に係る意見書採択

の陳情について採決します。 

 この陳情に対する委員長報告は採択です。 

 お諮りします。委員長の報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、陳情第３号は委員長の報告のとおり採択すること

に決定しました。 

 

     △ 日程第１７ 陳情第４号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を

求める意見書採択の陳情について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１７、陳情第４号、「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意

見書採択の陳情についてを議題とします。 
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 陳情第４号、「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択の陳

情については、総務文教厚生常任委員会の審査の結果、委員長より継続審査との報

告がありました。 

 

△ 日程第１８ 総務文教厚生常任委員会の閉会中の継続審査について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１８、総務文教厚生常任委員会の閉会中の継続審査についてを議題としま

す。 

 総務文教厚生常任委員長から、会議規則第７５号の規定により、お手元に配付し

てあります申出書のとおり、閉会中の継続審査の申出があります。 

 お諮りします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査と

することに決定しました。 

 

△ 日程第１９ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１９、議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査についてを議題とし

ます。 

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してありま

す本会議の会期日程等、議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申

出があります。 

 お諮りします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査と

することに決定しました。 

 

△ 日程第２０ 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 
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○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第２０、各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査についてを議題としま

す。 

 各常任委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してあります

所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。各常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、各常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに決定しました。 

 追加日程配付のため、しばらくお待ちください。 

 追加日程についてお諮りします。お手元に配付したとおり、追加日程第１を追加

したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、お手元の日程表のとおり、日程を追加することに

決定しました。 

 追加日程案件配付のため、しばらくお待ちください。 

 

     △ 追加日程第１ 意見書第１号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、

義務教育費国庫負担制度の負担率の引上

げに係る意見書案   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第１、意見書第１号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、義務教育

費国庫負担制度の負担率の引上げに係る意見書案についてを議題とします。 

 この意見書（案）について、趣旨説明を求めます。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 ただいま議題となりました陳情第３号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、

義務教育費国庫負担制度の負担率の引上げをはかるための、２０２６年度政府予算

に係る意見書採択の陳情に係る意見書の説明をいたします。 

 この件は、先ほど採択していただきました陳情第３号に関する意見書の提出であ
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ります。皆様に配付してあります意見書（案）の趣旨で関係機関に意見書を提出し

たいと思います。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから意見書第１号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、義務教育費国庫

負担制度の負担率の引上げに係る意見書案について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本定例会で付された事件は全て終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 令和７年度第２回天城町議会定例会を閉会します。お疲れさまでした。 

閉会 午前１１時４８分 
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